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都
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
通

り
募
集
し
ま
す
。
申
込
資
格
等
詳

細
は
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
【
募
集
種
別
】
①
家
族
向
（
ポ
イ

ン
ト
方
式
）
②
単
身
者
向
・
単
身

者
用
車
い
す
使
用
者
向
・
シ
ル
バ

ー
ピ
ア
住
宅
③
事
業
再
建
者
向
定

期
使
用
住
宅

　
【
募
集
案
内
の
配
布
期
間
】
土

曜
・
日
曜
日
を
除
く
、
８
月
１
日

（
水
）
〜　

日
（
金
）

１０

　

※
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集

　

文
部
科
学
省
で
は
中
学
校
卒
業

程
度
認
定
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
試
験
は
、
病
気
な
ど
や
む

を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
保
護
者

が
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学
さ
せ

る
義
務
を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ

た
方
等
に
対
し
、
中
学
校
卒
業
程

度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認

定
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

認
定
試
験
を
合
格
し
た
方
に
は
高

等
学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ

ま
す
。

　
【
願
書
受
け
付
け
期
間
】８
月　
２４

日
（
金
）
〜
９
月　

日
（
火
）

１１

　
【
試
験
日
お
よ
び
合
格
発
表
】試

　

老
人
医
療
受
給
者
（
昭
和
７
年

９
月　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
と
、

３０

　

歳
以
上
で
障
害
の
あ
る
一
部
の

６５方
）
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
を
医
療
機
関
に
提

示
す
る
と
、
入
院
時
の
食
事
代
等

が
下
表
の
通
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
【
手
続
き
の
方
法
】老
人
医
療
受

給
者
証
、
健
康
保
険
証
、
該
当
す

る
方
の
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る

も
の
）
を
持
参
し
、
保
険
年
金
課

高
齢
者
医
療
係
（
市
役
所
１
階
）

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
代
理
の

方
で
も
可
）。申
請
月
の
初
日
か
ら

認
定
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。　

年
度
の

１８

認
定
証
は
７
月

　

日
で
有
効
期

３１限
が
切
れ
て
い

ま
す
の
で
、
継
続
し
て
入
院
中
の

方
は
８
月
末
日
ま
で
に
必
ず
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い

　
【
長
期
入
院
の
場
合
】過
去　

カ
１２

月
の
入
院
日
数
が　

日
を
超
え
る

９０

老人医療に係る入院時の食事代等

生活療養費標準負担額
区　　　分 入院医療の必要性が

高い場合右記以外

２６０円／食

４６０円／食
＋３２０円／日

入院時生活療養（Ⅰ）を算定する
保険医療機関に入院している場合

現役並みの
所得がある方
および

一般受給者の方
４２０円／食
＋３２０円／日

上記以外の保険医療機関に入院
している場合

２１０円／食
９０日までの
入院　２１０円／食

＋３２０円／日
Ⅱ（住民税非課税世帯の方）

低所得の方

１６０円／食
９０日を
超える入院

１００円／食

１３０円／食
＋３２０円／日

下記以外の
場合（Ⅰ②）

Ⅰ（住民税非課
税世帯で、控除
後の所得が０円

の方） １００円／食
老齢福祉年金
受給者（Ⅰ①）

場
合
は
、
さ
ら
に
減
額
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
日
数
を
確

認
で
き
る
入
院
費
支
払
領
収
書
の

コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い

　
【
世
帯
内
に
経
過
措
置
対
象
者

の
方
が
い
る
場
合
】
税
法
改
正
に

よ
り
、
地
方
税
法
上
の
経
過
措
置

者
と
な
っ
た
方
が
同
一
世
帯
に
い

る
場
合
は
課
税
世
帯
と
な
り
、
本

来
は
こ
の
制
度
の
適
用
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
経
過
措
置

者
以
外
の
世
帯
員
が
す
べ
て
非
課

税
で
あ
れ
ば
、
ご
本
人
の
限
度
額

を
右
表
の
低
所
得
Ⅱ
と
し
て
認
定

で
き
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い

　

※
こ
の
認
定
証
は
、
入
院
時
に

医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ

と
で
減
額
の
適
用
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
提
示
し
な
い
と
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
係�
４
７
０
・
７

８
４
６
へ
。

限度額適用・
標準負担額

減額認定証の更新

セ
ン
タ
ー
、
東
京
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー（
都
庁
第
一
庁
舎
１
階
北
側
）

で
は
、
８
月
４
日
（
土
）・
５
日

（
日
）
の
午
前
９
時
半
〜
午
後
５

時
も
配
布
し
ま
す
。

　
【
募
集
案
内
の
配
布
】市
地
域
政

策
課
（
市
役
所
５
階
）、
上
の
原
・

滝
山
・
ひ
ば
り
が
丘
の
各
連
絡
所

（
①
②
の
み
）、
都
庁
、
都
内
市
区

役
所
、
町
村
役
場
、
同
公
社
募
集

セ
ン
タ
ー
、
同
公
社
の
各
窓
口
セ

ン
タ
ー

　

※
す
べ
て
の
申
込
書
は
、
配
布

期
間
中
の
み
同
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。
③
は
東

京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
、
各
地

域
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
も

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
８
月　

日
（
火
）

１４

ま
で
に
（
必
着
）、
郵
送
で
①
③
は

同
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
へ
、
②
は

渋
谷
郵
便
局
に
届
い
た
も
の
に
限

り
受
け
付
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
①
②
が
同
公
社
募
集

セ
ン
タ
ー�
０
５

７
０
・
０
１
０
８

１
０
（
配
布
期
間

中
の
み
）、配
布
期

間
前
の
問
い
合
わ

せ
と
③
が
同
公
社

募
集
セ
ン
タ
ー�

　

・
３
４
９
８
・

０３８
８
９
４
、
ま
た

は
市
地
域
政
策
課

�
４
７
０
・
７
７

６
４
へ
。

都
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

自
由
診
療
に
よ
る
も
の
や
差
額
ベ

ッ
ド
代
な
ど
保
険
対
象
外
の
額
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保

険
医
療
機
関
等
か
ら
請
求
が
遅
れ

て
い
る
も
の
は
記
載
さ
れ
て
い
ま

せ
ん

　

※
こ
の
通
知
に
よ
っ
て
、
特
別

手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係�
４
７
０
･
７
７
３
３

へ
。

国
民
年
金
保
険
料
の

納

め

忘

れ

は 

あ
り
ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
に
は
、
老
後
の
生

活
の
た
め
に　

歳
か
ら
支
給
さ

６５

れ
る
「
老
齢
基
礎
年
金
」、
思
わ

ぬ
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
「
障
害

基
礎
年
金
」、
万
が
一
、
亡
く
な

っ
た
と
き
に
一
定
の
条
件
を
満

た
せ
ば
支
給
さ
れ
る
「
遺
族
基

礎
年
金
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
、
保
険
料
を
納
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

納
め
忘
れ
を
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
年
金
額
が
低
額
に

な
る
こ
と
や
、
資
格
期
間
が
足

り
な
く
て
、
受
給
で
き
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
納

め
る
の
が
困
難
な
方
に
は
、
免

除
制
度
や
納
付
猶
予
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
免
除
や
猶
予
が
承

認
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

国
民
年
金
の
資
格
の
期
間
に
な

り
ま
す
。

　

今
一
度
、
お
手
元
の
領
収
証

書
や
預
金
通
帳
、
社
会
保
険
料

控
除
証
明
書
な
ど
で
納
め
忘
れ

が
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
領
収
書
等
は
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
免
除
の
申
請
等
が

市
保
険
年
金
課
国
保
年
金
資
格

係�
４
７
０
・
７
７
３
２
、
国

民
年
金
の
納
付
記
録
等
が
武
蔵

野
社
会
保
険
事
務
所�
０
４
２

２
・　

・
１
４
１
１
、
ね
ん
き

５６

ん
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル�
０
１

２
０
・
６
５
７
８
３
０
へ
。

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
に
、
健
康
の
大
切

さ
や
医
療
保
険
制
度
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
医
療
機

関
等
で
受
診
さ
れ
た
医
療
費
の
額

等
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
通
知
す
る
も
の
は
、
保

中
学
校
卒
業
程
度

　
　

認
定
試
験
を
実
施

験
期
日
が　

月
５
日（
月
）。
合
格

１１

発
表
が　

月　

日
（
予
定
）

１２

１４

　
【
試
験
科
目
】
国
語
、
社
会
、
数

学
、
理
科
、
外
国
語
（
英
語
）

　

行
政
相
談
委
員
に
よ
る
特
設
行

政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

国
・
都
・
市
等
の
行
政
機
関
や

　

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
公
共
性
の
高
い

JR法
人
、
公
的
行
政
機
関
か
ら
委
任

さ
れ
補
助
金
を
受
け
て
い
る
法
人

　
【
試
験
会
場
】東
京
都
就
学
相
談

室
（
新
宿
区
赤
城
元
町
１
ノ
３
、

教
育
庁
神
楽
坂
庁
舎
）　

　

※
願
書
な
ど
受
験
案
内
は
、
都

教
育
庁
学
務
部
義
務
教
育
特
別
支

援
教
育
課
小
中
学
校
係
（
都
庁
第

二
本
庁
舎　

階
）
で
配
布
中
。

２８

　

詳
し
く
は
同
課�
　

・
５
３
２

０３

０
・
６
７
５
２
へ
。

◆東京都住宅供給公社ホームページアドレス
http://www.to-kousya.or.jp

老人医療受給者で
市民税非課税世帯の方へ

　

申
し
込
み
は

　
　
　
　

８
月　

日
（
火
）
ま
で

１４

国民健康保険・医療
費（５月分）通知を
送付します

医療費を大切に

特
設
行
政
相
談
所
を
開
設

　
　
　
　

８
月　

日
（
金
）

１７

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

等
に
つ
い
て
、
苦
情
や
意
見
・
要

望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
は
、「
行
政
相

談
委
員
」
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
有
識
者
で
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
相
談
費
用
は
無
料
で
す
。

　
【
日
時
】
８
月　

日
（
金
）
午
後

１７

１
時
半
〜
４
時

　
【
会
場
】イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
滝
山

店
正
面
（
北
口
）
入
り
口
横
（
滝

山
四
丁
目
）

　
【
行
政
相
談
委
員
】小
山
正
勝
氏

（
小
山
、�
４
７
１
・
３
９
５
５
）、

篠
宮
松
美
氏
（
南
町
、�
４
６
５
・

１
８
３
９
）、
岡
部
佳
子
氏
（
幸
町
、

�
４
７
４
・
０
３
７
９
）

　

詳
し
く
は
広
報
課
広
聴
担
当�

４
７
０
・
７
７
０
８
へ
。

険
医
療
機
関
等
で
受
診
さ
れ
た
内

容
、
整
骨
院
や
接
骨
院
な
ど
で
治

療
を
受
け
柔
道
整
復
師
か
ら
市
へ

請
求
が
さ
れ
た
内
容
で
す
。
対
象

は
、　

年
５
月
に
受
診
し
た
も
の

１９

で
、
受
診
年
月
、
受
診
者
名
、
受

診
区
分
（
入
院
、
柔
整
等
）、
受
診

日
数
、
医
療
費
の
額
を
８
月
下
旬

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
【
ご
注
意
】
医
療
費
の
額
に
は
、

１
階
に
有
す
る
こ
と

　

申
し
込
み
は
、
履
歴
書
・
資
格

証
明
書
の
写
し
を
保
育
課
（
市
役

所
１
階
）
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
受
け
付
け

後
、
名
簿
登
録
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
保
育
係

�
４
７
０
・
７
７
４
５
へ
。

市

職

員

　
　

年
４
月
１
日
以
降
に

２０
採
用
す
る
職
員
を
募
集
し

ま
す
。
募
集
職
種
、
募
集
人

員
、
受
験
資
格
等
は
、
下
表

の
通
り
で
す
。

　
【
募
集
要
項
の
配
布
】
土

曜
・
日
曜
日
を
除
く
８
月
１

日
（
水
）
〜　

日
（
金
）
の

２４

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
、

職
員
課
（
市
役
所
４
階
）
で
。

８
月
１
日
（
水
）
〜　

日
２３

（
木
）
午
後
５
時
の
期
間
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
電

子
申
請
で
取
り
寄
せ
る
こ

家

庭

福

祉

員

　

家
庭
福
祉
員
と
は
、
保
育
士
・

看
護
師
等
の
資
格
を
持
ち
、
経
験

豊
か
な
保
育
者
が
、
自
宅
の
一
部

を
開
放
し
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の

も
と
で
、
少
数
の
子
ど
も
を
預
か

る
制
度
で
す
。

　
【
募
集
人
員
】
１
人

　
【
対
象
】次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
方
。
①
保
育
士
、
看
護
師
、

の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
、
保

育
経
験
の
あ
る
方
②
市
内
居
住
の
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市職員募集の職種・人員・受験資格等

受験資格等人  員職  種

・大学卒　昭和５３年４月２日以降に生まれた方
・短大卒　昭和５５年４月２日以降に生まれた方
・高校卒　昭和５７年４月２日以降に生まれた方

若干名一般事務

昭和４８年４月２日以降に生まれ、土木（関連）
学科を履修し大学卒業程度の学力を有する方

若干名土木技術

昭和４３年４月２日以降に生まれ、栄養士の資格
を有する方または資格取得見込みの方

若干名栄養士

昭和４３年４月２日以降に生まれ、保育士の資格
を有する方または資格取得見込みの方

若干名保育士

昭和４３年４月２日以降に生まれ、作業療法士の
資格を有する方

若干名作業療法士

昭和５８年４月２日以降に生まれ、高校卒業程度
の学力を有するとともに、身体能力が一定の基
準にある方

若干名消防官

※いずれの職種も２０年３月卒業見込みの方を含みます。
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